
イ
ラ
ン
の
手
描
き
タ
イ
ル
は
、
職
人
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

手
描
き
し
た
、
世
界
で
一
枚
だ
け
の
タ
イ
ル
で
す
。

お
気
に
入
り
の
額
に
入
れ
て
飾
っ
た
り
、
花
瓶
敷
き
に
利
用
し

た
り
、
他
の
タ
イ
ル
と
組
み
合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ー
ブ

ル
を
作
っ
て
み
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
と
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

夏
休
み
、
み
ん
ぱ
く
の
観
覧
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
！

期
間　

7
月
21
日
（
土
）
〜
8
月
26
日
（
日
）

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

夏
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2

知
り
た
い
、
触
れ
た
い
、
調
べ
た
い

―
「
み
ん
ぱ
く
流
」
探
究
の
す
す
め

会
期　

8
月
25
日
（
土
）
ま
で

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
連
続
講
座
（
全
6
回
）

「
博
物
館
に
さ
わ
る
」

「
さ
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
・

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
幅
広
い

角
度
か
ら
「
さ
わ
る
展
示
」
の
魅
力
と
可
能
性
を
伝

え
ま
す
。

▼
7
月
14
日
（
土
）「
サ
ワ
ッ
テ
　
ミ
ル
　
カ
イ
」

講
師　

大
野
照
文

　
　
　
（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
教
授
、
古
生
物
学
）

会
場
　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員
　

4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

国立民族学博物館友の会　電話06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX06-6878-3716  
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

　

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
・
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
1
4
5
分

解
説
：
田
森
雅
一

　
　
　
（
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
）

▼
7
月
22
日
（
日
）「
音
楽
ホ
ー
ル
」

　

1
9
5
8
年
、
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ
監
督
、

　

ベ
ン
ガ
ル
語
、
99
分

解
説
：
サ
ン
デ
ィ
ッ
プ
・
Ｋ
・
タ
ゴ
ー
ル

　
　
　
（
追
手
門
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

▼
8
月
4
日
（
土
）「
シ
ャ
ン
カ
ラ
バ
ラ
ナ
ム
」

　

1
9
7
9
年
、
Ｋ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
ナ
ー
ト
監
督
、

　

テ
ル
グ
語
、
1
4
5
分

解
説
：
寺
田
𠮷
孝
（
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）

▼
8
月
5
日
（
日
）「
第
一
の
敬
意
」

　

1
9
8
5
年
、
バ
ー
ラ
デ
ィ
ラ
ー
ジ
ャ
ー
監
督
、

　

タ
ミ
ル
語
、
1
6
3
分

解
説
：
杉
本
良
男
（
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
）

以
上
映
画
会
の
開
催
場
所　

講
堂
（
先
着
4
5
0
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

手
話
言
語
と
音
声
言
語
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
1
）

「
言
語
の
記
述
・
記
録
・
保
存
」

日
時　

7
月
29
日
（
日
）　

9
時
〜
17
時
30
分

会
場　

講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
参
加
無
料
、
要
申
込

※
同
時
通
訳
（
英
語
・
ア
メ
リ
カ
手
話
・
日
本
語
・

日
本
手
話
）
あ
り

夏
休
み
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

自
由
研
究
は
こ
れ
で
解
決
！
「
働
く
」
っ
て
何
？

―
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
生
活
を
み
て
み
よ
う
！

日
本
と
は
異
な
る
、
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
の
仕
事
や

働
き
方
を
学
び
、
大
き
な
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日
時　

8
月
21
日
（
火
）
10
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
受
付
10
時
よ
り
）

会
場　

本
館
展
示
場
内
ナ
ビ
ひ
ろ
ば
他

対
象　

小
学
3
年
〜
6
年
生
（
保
護
者
同
伴
で
あ

れ
ば
小
学
1
、
2
年
生
児
童
も
参
加
可
能
）

※
参
加
無
料
、
要
申
込

▼
7
月
16
日
（
月
･
祝
）

「
さ
わ
る
子
、
育
て
―
〝
触
発
〞
の
育
児
論
」

講
師　

小
西
行
郎
（
同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん
学
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
発
達
神
経
学
）

▼
7
月
28
日
（
土
）

「
触
れ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
武
道
」

講
師　

嶋
本
勝
行
（
大
阪
府
合
気
道
連
盟
理
事
長
）

各
日
13
時
30
分
〜
16
時
（
開
場
13
時
）　

場
所　

第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
（
先
着
1
0
0
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

企
画
展
プ
レ
展
示

「
写
真
で
見
る
東
日
本
大
震
災
と
被
災
文
化
遺
産

の
レ
ス
キ
ュ
ー
」

9
月
27
日
（
木
）
か
ら
開
催
の
企
画
展
「
記
憶
を
つ

な
ぐ

―
津
波
災
害
と
文
化
遺
産
」
で
使
用
予
定

の
写
真
パ
ネ
ル
を
事
前
に
公
開
し
、
展
示
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

会
期　

8
月
21
日
（
火
）
ま
で

会
場　

企
画
展
示
場
Ａ

み
ん
ぱ
く
映
画
会
／
み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
路
上
の
ソ
リ
ス
ト
」

日
時　

7
月
14
日
（
土
）　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
開
場
13
時
）

会
場　

講
堂
（
先
着
4
5
0
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

み
ん
ぱ
く
映
画
会
（
全
5
回
）（
日
印
国
交
樹
立
60
周
年
記
念
）

「
イ
ン
ド
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
映
画
特
集
」

イ
ン
ド
の
各
地
・
各
言
語
に
よ
る
、
不
朽
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
名
画
を
、
そ
の
時
代
、
背
景
な
ど
に
つ
い
て

の
解
説
つ
き
で
上
映
し
、
イ
ン
ド
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。

▼
7
月
15
日
（
日
）「
放
浪
者
」

　

1
9
5
1
年
、
ラ
ー
ジ
・
カ
プ
ー
ル
監
督
、

　

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
1
7
5
分

解
説
：
溝
上
富
夫
（
大
阪
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

▼
7
月
16
日
（
月
・
祝
）「
踊
り
子
」

　

1
9
8
1
年
、
ム
ザ
ッ
フ
ァ
ル
・
ア
リ
ー
監
督
、

イ
ラ
ン
の
手
描
き
タ
イ
ル
（
ペ
ル
シ
ャ
タ
イ
ル
）

手描きタイル（ブルー・ピンク）　　　　各 2,750円（税込）

博
学
連
携
教
員
研
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
2 

in 

み
ん
ぱ
く

「
学
校
と
博
物
館
で
つ
く
る
国
際
理
解
教
育

―
新
し
い
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
―
」

国
立
民
族
学
博
物
館
を
活
用
し
た
国
際
理
解
教
育

の
実
践
事
例
の
紹
介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て

国
際
理
解
教
育
に
お
け
る
博
学
連
携
の
意
義
や
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

8
月
7
日
（
火
）　

10
時
20
分
〜
17
時

　
　
　
（
受
付
10
時
よ
り
）

会
場　

セ
ミ
ナ
ー
室
及
び
本
館
展
示
場
内

【
第
1
部
】
講
演
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

【
第
2
部
】
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
参
加
無
料
（
定
員
に
余
裕
が
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。）

※
イ
ベ
ン
ト
や
刊
行
物
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
広
報
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
受
付
時
間
は
9
時
か
ら
17

時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場
　
国
立
民
族
学
博
物
館
　
第
５
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員
　
96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
1
0
回　

8
月
4
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
「
絆
」
の
力

講
師
　
田
村
克
己
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

ビ
ル
マ
（
現
国
名
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
は
、
今
も
っ
と
も
注
目
を
あ
び
て

い
る
国
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
こ
で
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
と
て

も
大
切
で
す
。
ビ
ル
マ
の
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
と
お
し
て
こ
の

国
の
魅
力
を
紹
介
し
、
私
た
ち
自
身
の
社
会
も
ふ
り
返
っ
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

第
4
1
1
回　

9
月
1
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

聖
書
を
生
き
る
人
び
と

│
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
独
立
教
会
の
現
在

講
師
　
𠮷
田
憲
司
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

南
ア
フ
リ
カ
や
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ
、
ザ
ン
ビ
ア
な
ど
南
部
ア
フ
リ
カ
は
、

現
在
、
地
球
上
で
キ
リ
ス
ト
教
が
最
も
急
速
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
地

域
で
す
。
治
療
儀
礼
な
ど
伝
統
的
な
信
仰
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中

で
、
聖
書
の
世
界
を
忠
実
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
人
び
と
の
姿

を
追
い
ま
す
。

東
京
講
演
会
＆
ア
フ
リ
カ
料
理
を
味
わ
う
食
事
会

第
1
0
3
回　

9
月
22
日
（
土
）
15
時
〜
17
時

ア
フ
リ
カ
を
食
べ
る

講
師
　
竹
沢
尚
一
郎
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

西
ア
フ
リ
カ
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
流
域
に
暮
ら
す
ボ
ゾ
の
人
び
と
は
、

米
を
主
食
と
し
、
副
食
に
魚
を
食
べ
る
と
い
う
日
本
と
似
通
っ
た

食
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
魚
を
追
っ
て
暮

ら
す
彼
ら
の
生
活
を
、
映
像
を
用
い
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

講
演
会
終
了
後
に
は
マ
リ
や
セ
ネ
ガ
ル
な
ど
西
ア
フ
リ
カ
地
域
の

家
庭
料
理
を
じ
っ
さ
い
に
味
わ
う
食
事
会
も
お
こ
な
い
ま
す
。（
食

事
会
は
17
時
半
〜
19
時
）

参
加
費
　
講
演
会
の
み
3
0
0
円
（
会
員
外
5
0
0
円
）
※
飲
物
付

食
事
会
3
5
0
0
円
（
会
員
外
4
0
0
0
円
）

※
講
演
会
参
加
費
含
む
。
食
事
会
の
内
容
な
ど
詳
細
は
、

「
友
の
会
」
ま
で
。

会
場
　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
ラ
バ
ッ
シ
ュ
」

　
　
　
（
J
R
浜
松
町
駅
か
ら
徒
歩
す
ぐ
）

定
員
　
40
名
（
要
申
込
）

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/

第
4
1
0
回　

7
月
21
日（
土
）

【
探
究
ひ
ろ
ば
関
連
】

情
報
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
宣
言
―
市
民
の
知
的
探
究
と
博
物
館

講
師
　
飯
田 

卓
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

み
ん
ぱ
く
は
、
古
い
も

の
を
展
示
す
る
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
読

み
も
の
や
映
像
資
料
を

も
提
供
す
る
総
合
メ

デ
ィ
ア
で
す
。
そ
の
役

割
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
た
こ
ん
に

ち
、
ど
の
よ
う
な
意
味

を
帯
び
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
と
く
に
近
年
利

用
が
盛
ん
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
双
方
向
メ

デ
ィ
ア
を
意
識
し
な
が

ら
、
市
民
レ
ベ
ル
の
知

的
探
究
と
博
物
館
の
役

割
を
考
え
ま
す
。

刊行物紹介

電話でのお問い合わせ　06・6878・8560（本館 広報係）

■岸上伸啓 著
『捕鯨の文化人類学』
成山堂書店　定価：3 ,990円

歴史的に見れば､人
類はクジラを食料資
源やその他の資源
として利用してきた。
本書は、現代の捕鯨
問題を念頭におき
つつ、世界各地の捕

鯨や捕鯨文化の歴史と現状を学際的
に比較検討した論文集である。

■白川千尋・川田牧人 編
『呪術の人類学』
人文書院　定価：5 ,250円

呪術は、日常の
なかで具体的に
どのように経験・
実践されている
のだろうか。人を
非合理的な行動
に駆り立てる、

理論と実践、言語と身体のあわい
にある人間存在の本質に迫る。

情
報
産
業
論
を
語
る
梅
棹
忠
夫
（
み
ん
ぱ

く
初
代
館
長
） 

梅
棹
家
か
ら
提
供

第
4
1
1
回　

8
月
18
日（
土
）

【
探
究
ひ
ろ
ば
関
連
】

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
見
る
人
と
モ
ノ
の
関
係

講
師
　
濱
崎
雅
弘
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所 

研
究
員
）

聞
き
手
　
中
村
嘉
志
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

客
員
教
員
）

今
回
は
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
毛
色
の
異
な
る
話
題
を
お
届
け
し

ま
す
。
人
と
人
の
関
係
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

で
の
デ
ジ
タ
ル
作
品
作
り
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
作
品
と
聞
く
と
無
味
乾
燥
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
に
は
モ
ノ
と
人
、
人
と
人
と
の
関

係
に
依
拠
し
た
モ
ノ
づ
く
り
が
存
在
し
ま
す
。
意
外
に
泥
臭
い

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
近
年
流
行
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

絡
め
て
お
話
し
し
ま
す
。
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